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Ⅰ 人材育成基本方針策定の目的 

  
   熊本県の北部に位置し、自然豊かで歴史情緒ある本市は、平成１７年１

月１５日に山鹿市、鹿北町、菊鹿町、鹿本町及び鹿央町の１市４町が新設

合併して誕生した自治体です。 
   平成１８年３月に、市政運営の基本方針となる「第１次山鹿市総合計画」

を策定し、本市が目指す将来都市像を、「まほろば創生・人輝く温もりの都市
ま ち

やまが」と定め、その実現に向けたまちづくりを進めています。 
   今日の地方自治を取り巻く社会情勢は、地方分権の推進、少子高齢化へ

の対策、循環型社会への対応、市民ニーズの多様化等様々な社会的要因に

よって変化しており、地方自治体の業務はますます複雑化・専門化してい

ます。 
様々な地域の課題を的確に捉え、市民の期待にこたえるためには、職員

一人ひとりが、全体の奉仕者としての自覚と意欲を持って職務に取り組む

ことと、職員の資質をより一層向上させて、持っている可能性や能力を最

大限に引き出していくことが不可欠であります。 
   このような認識の下、長期的かつ総合的な視点から人材育成を行ってい

くために、「山鹿市人材育成基本方針」を策定しました。 
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Ⅱ 目指すべき職員像 

 
 

 市民の視点に立ち、行政のプロとして志の高い職員 

 
○高度化・多様化する市民ニーズを的確に把握し、郷土愛を持って、質

の高い市民サービスの提供を行うとともに、市民の満足度を常に意識

し行動する職員 
 

   ○行政の専門集団として専門知識や能力の向上を目指し、自己成長して

いく職員 
 
 

  コスト意識を持ち、柔軟な発想で行動する職員 

 
○高いコスト意識や経営感覚を持ち、限られた時間、人や財源で効果的

かつ効率的に業務運営を行う職員 
 

   ○既存の固定観念に捉われず、広い視野を持ち、柔軟な発想で行動する

職員 
 
 

  チャレンジ精神にあふれ、高い使命感や責任感のある職員 

 
   ○失敗を恐れず、新たな課題に積極的に挑戦し、的確な判断と決断によ

り迅速に行動する職員 
 
   ○公務員としての高い倫理観や使命感を持ち、責任感に基づいて行動す

る職員 
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Ⅲ 求められる能力 

 １ 職員に求められる能力 

 
《職務遂行能力・専門能力》 

     担当業務をする上で必要とされる知識や技術力 
を身に付けるとともに、正確かつ迅速に業務を 

仕事に関する      遂行する能力 
 知識・技術        
             《事務改善能力・情報対応能力》 
             積極的に事務事業を改善し、情報収集や先見性 
             に基づいて、環境変化を的確に捉える能力 
 
              

              
             《コミュニケーション能力》 
             わかりやすい言葉や豊かな表現力で、市民満足 
             度を高める接遇ができる能力 
              
 対人関係能力      《マネジメント能力》 
             限られた資源（予算・人員・時間等）を最大限 
             に活用し、組織をまとめ、部下職員を育てる能 
             力 

  
              

 
《政策形成能力・企画立案能力》 

             現状を的確に捉え、問題を分析し、具体的な政 
課題発見        策を企画立案し、実施していく能力 

 解決能力         
            《法制執務能力》 
             法制度を理解し、政策を実現するための条例、 
             規則等を制定する能力 
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 ２ 階層別に求められる能力 

 
 

課長級以上 

 
① 決断力 ・・・・・広い視野と柔軟な姿勢を持ち、大局的な判断、 

思い切った決断を最も効果的なタイミングで 
下すことができる能力 

  
② 実践力 ・・・・・困難な問題も関係者と有効に折衝を行い、ね 

ばり強く取り組み、情勢の変化を素早く捉え 
実践する能力 

 
③ 構想力 ・・・・・高度な視点と洞察力を持ち、将来起こりうる 

問題を予測し、効果的な解決策の構想を練る 
ことができる能力 

 
④ 部下育成能力・・・部下職員の能力等を適正に把握・評価し、的 

確な助言指導を行い、適切に部下を育成する 
能力 

 
⑤ 組織運営能力・・・組織の目標達成に向けて、職員の士気を大い 

に高め、まとめていく能力 
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  係長・主任級 

 
 
  ① 知識・技術 ・・・仕事に必要な高度な知識・技術を修得する能 
             力 
 
② 判断力 ・・・・・広い視野と柔軟な姿勢を持ち、論理的で的確 

な判断をすることができる能力 
 
  ③ 実践力 ・・・・・課題解決にねばり強く取り組み、情勢の変化 
             に注意を払い、素早く対応する能力 
   
④ 企画力 ・・・・・問題点を早期に発見し、効果的な解決策を提 
           案する能力 

 
  ⑤ 部下育成能力・・・部下職員や後輩職員に対し、的確な助言指導 
             を行い、適切に育成する能力 
 
 

  一 般 職 級 

 
  ① 知識・技術 ・・・仕事に必要な高度な知識・技術を修得する能 
             力 
 
② 理解力 ・・・・・上司の指示を素早く理解することができ、的 
           確な判断をすることができる能力 

 
③ 表現力 ・・・・・自分の考えを的確に相手に理解させることが 

できる能力 
 
  ④ 企画力 ・・・・・問題点を早期に発見し、効果的な解決策を提 
             案する能力 
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Ⅳ 人材育成のための具体的取り組み 

 

 １ 職員研修の見直し 

 
   職員研修には、職員自身が自発的に取り組む「自己啓発」（ＳＤ）、職場

において職務を通じて行う「職場研修」（ＯＪＴ）及び日常の職場を離れた

所で実施する「職場外研修」（ＯｆｆＪＴ）の３つが柱となります。 
   それぞれの特性を活かし、研修内容の充実、多様化を図り、目指す職員

像の実現に向けて、３つの柱をバランスよく組み合わせ取り組んでいきま

す。  
 
 
自 己 啓 発  ＳＤ…ｓｅｌｆ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ 

 
   職員一人ひとりの積極的な自己研さんを促進し、更なる能力の向上を図

るために、自己啓発支援の為の情報提供や自主研究グループへの支援を行

います。 
 
職 場 研 修  Ｏｊｔ…ｏｎ ｔｈｅ ｊｏｂ ｔｒａｉｎｉｎｇ 

 
   所属長は、職場研修が充分に機能するような職場環境づくりに積極的に

努めていきます。情報の共有化、コミュニケーションの活性化を図り、良

好な人間関係の形成と維持に努めていきます。また、職員が「やりがい」

を感じ、力を合わせて仕事を進めていけるような職場づくりを目指してい

きます。 
 
職場外研修 Ｏｆｆｊｔ…ｏｆｆ ｔｈｅ ｊｏｂ ｔｒａｉｎｉｎｇ 

 
   年間研修計画を作成し、参加しやすい研修体制づくりを進めていきます。

研修科目を選択性にしたり、現状の行政課題に沿った研修を実施します。

階層別研修は、採用年数や職務に応じた内容で、新規採用職員研修、中級

職員研修、中堅職員研修、管理職研修を実施していきます。市町村アカデ

ミー、国際文化アカデミー、自治大学校や県にも積極的に派遣していきま

す。 
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 ２ 人事管理 

 
 
 人 事 評 価 

 
   職員の人事評価については、勤務成績や自己評価を基に毎年実施してい

ます。今後は、職員の能力や勤務成績を公正かつ客観的に評価し、その評

価をより適正に反映する人事評価システムの構築を目指していきます。 
また、性別にかかわりなく、能力ややる気のある職員を積極的に登用し、

今後は昇任試験制度の導入を検討していきます。 
 
 
  人 事 異 動 
 
   職員の持つ能力を最大限に発揮させるために、資格や経歴などの人事履

歴と本人の異動希望を記入している人材育成希望調書に基づいて、適材適

所の人事異動を実施します。 
   また、人事異動を積極的に実施することで、職員としての基本的な資質

の育成や適性判断を見つけることや職場及び職員自身の活性化を目的にジ

ョブローテーションを実施していきます。 
 
 
   再任用制度、採用試験、事務事業の見直し等の具体的な施策については、

実施計画を策定し検討していきます。 
 
 

 


